
 

宮崎県立看護大学看護学研究会 第 8 回学術集会 

教育セミナー 

看護学生の成長を願い実習指導に携わっておられる方々と一緒に、患者さまと学生に

とって、安全な臨地実習となるために、法的背景を理解し、看護教員・臨床実習指導者

の役割や協働について考えるセミナーを企画しました。臨地実習における医療安全の 

分野でご活躍中の石川雅彦先生（公益社団法人地域医療振興協会 地域医療安全推進 

センター長）をお招きします。ふるってご参加ください。 

          

     対  象：看護学生を受け入れている施設の看護職員の方々 

看護教育に携わっている方々  等 

日  時：平成 26 年 9 月 7 日（日）13：30～15：00 

会  場：宮崎県立看護大学 中講義室２ 

参加申込み： m-kenkyu@mpu.ac.jp  

［氏名、所属、集録集送付先、弁当希望の有無（800 円）］

をお知らせください   当日参加も可能 

参加費：2000 円（学会全体の参加費となります）当日参加可 

 

石川雅彦先生 

自治医科大学医学部卒業 

旭川医科大学・関連病院にて血管外科を中心とした外科臨床・研究，離島を含む地域医療に従事 

北海道大学医学部附属病院総合診療部 

国立保健医療科学院政策科学部主任研究官 

政策科学部長として医療安全，病院管理関連の研修・研究業務に従事 

米国 VA-NCPS にて RCA 等トレーニング修了.  

厚労省,医療安全管理者の質の向上に関する検討作業部会委員 

東京医科大学医療安全管理学講座教授（大学病院安全管理室副室長兼務） 

現職 
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